
 

 

 

 

 

 

運動会を通して育つ力 

副園長 矢澤 弘美 

９月下旬、「お時間、よろしいですか」と、年長児二人が職員室に来ました。「何でし

ょうか」と聞くと、二人は「司会カードです」と言いました。「司会カード？私は何をし

たら、いいですか？」と聞き返すと、「司会のテストをしてください」と答えました。 

年長児は、毎月の誕生会での司会の経験を生かし、運動会でも司会を担当します。他

学年のプログラムは、担当教師に「どういうことをやりますか」と質問し、内容に合う

言葉を考えました。マイクを使うとはいえ、司会は、大きな声で、ゆっくり話すことが

大切です。加えて、台の昇降やマイクの受け渡し方なども分かって行う必要があります。 

さて、前述の二人は、と言うと、一連の流れでしっかり動けていました。やや早口だ

ったので、「みんなが聞きやすいように、少しゆっくり言ってみよう」と伝えると、聞き

取りやすいスピードの出だしや言葉のリズムを自分たちでつかんでいました。テスト合

格のシールをもらうと、「次は、主事さんの所に行こう」と、張り切っていました。 

運動会は、体力や運動能力の向上はもちろんのこと、ほかの様々な力の向上につなが

る貴重な機会です。司会で言えば、言葉を考える、話すことでの言語能力、友達と一緒

に行なったり、様々な人とやり取りをしたりすることでの人と関わる力などの向上が期

待できます。様々な教職員との関わりでは、身近な人への関心が育まれています。「いつ

も怪我の手当てをしてくれる人にテストしてもらおう！名前は…」と、改めて、名前を

知ることから相手に向き合う姿があります。教職員側も子ども一人一人と関わることで、

その子のよさや成長を感じる嬉しい時間になっています。 

年中児は、先日、「前へならえ」をして、とてもまっすぐに整列していました。担任が

話す「前へならえ」の意味を分かって動こうとするのは、言語能力が培われているから

こそです。また、友達と自分の体との物理的な、適度な距離に意識を向けて動くという

ことは、空間認知能力の向上にもつながります。 

年少児は、文林中学校の校庭や体育館という、いつもと違う場所でも、先生やクラスの

友達と一緒に活動することができています。音楽を流して踊ってみると、中には、みん

なの動きをじっと見ている子もいますが、嫌がることなく、先生や友達のそばで過ごし

ています。人と関わる力の土台でもある、身近な人への親しみや信頼感があればこその

姿です。ここから、やがて、外に向かって自分を表していく自己表現力がきっと育って

いくだろう、と楽しみに思いました。 

私たち教師は、遊びや活動の中で育つ力を多角的、 

分析的に捉える視点をもち、一人一人に合った支え 

方を見極め、子どもたちの成長につなげていきたい 

と思います。    【３学年での“みんなでおどろう”】 
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